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Ⅰ　地方独立行政法人宮城県立病院機構の概要

１　名　称

　地方独立行政法人宮城県立病院機構

２　所　在　地

　宮城県名取市愛島塩手字野田山４７－１

３　法人設立年月日

　平成２３年４月１日

４　設立団体

　宮城県

５　設立目的

６　業務の内容

　①　医療の提供及びその附帯業務

　②　医療に関する調査及び研究並びにその附帯業務

　③　医療に関する技術者の研修及びその附帯業務

７　役員
(令和４年３月３１日現在)

職　名 氏　名 備　考

理事長 荒井　陽一

副理事長 斉藤　敬一

理事 角藤　芳久

理事 山田　秀和

理事

（非常勤）
近藤　俊之

理事

（非常勤）
瀧島　美紀

監事 小山　かほる

監事 伊藤　和彦
自　令和3年4月 1日

至　令和 4年3月31日

元　公益財団法人宮城県スポーツ協会理事長

令和３年４月１日　（現職）

　地方独立行政法人宮城県立病院機構は，地方独立行政法人法（平成１５年法律第１１８
号）に基づき，宮城県の医療政策として求められる高度・専門医療を提供するとともに，医
療に関する調査及び研究を行い，県内における医療水準の向上を図り，もって県民の健康の
確保及び増進に寄与することを目的とする。

任　期

自　平成31年4月 1日

至　令和 4年3月31日

自　令和3年4月 1日

至　令和 4年3月31日

平成１３年１２月　東北大学大学院医学研究科・泌尿器科学分野教授

平成３０年４月　　宮城県立がんセンター総長

平成３１年４月　　（現職）

元　宮城県監査委員会事務局長

令和３年４月１日　（現職）

自　平成28年4月 1日

至　令和 4年3月31日

自　平成30年4月 1日

至　令和 4年3月31日

自　平成27年4月 1日

至　令和4年3月31日

自　平成31年4月 1日

至　令和 4年3月31日

自　平成27年4月 1日

至　令和4年3月31日

平成２３年４月　宮城県立精神医療センター副院長

平成２８年４月　宮城県立精神医療センター院長

平成２８年４月　（現職）

平成２９年４月　宮城県立がんセンター副院長

平成３０年４月　宮城県立がんセンター院長

平成３０年４月　（現職）

元　千葉県病院事業管理者

平成２７年４月１日　（現職）

現　公立黒川病院副院長兼看護部長

平成３１年４月１日　（現職）

現　オヤマ税理士法人　税理士・公認会計士

平成２７年４月１日　（現職）
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８　組織の現況

（令和４年３月３１日現在）

区　　分

診療科目

病 床 数 　精神病床 258床 　一般病床 383床

入院基本料 精神病棟 一般病棟

(施設基準) 精神科病棟入院基本料 　専門病院入院基本料

（15対１入院基本料） （7対1入院基本料） 

精神科救急急性期医療入院料

児童・思春期精神科入院医療管理料 緩和ケア病棟

　緩和ケア病棟入院料1

  

　

主要職員 院長 総　長 事務局長

副院長 院　長

医療局長 研究所長 看護専門監

薬剤部長 副院長

看護部長 副院長

事務局長 事務局長

医療局長

臨床検査技術
部長

診療放射線技
術部長

薬剤部長

看護部長

所 在 地

開設年月日

(うち救急病床8床,結核合併病床2床) （うち緩和ケア病棟25床）

〒981-1293〒981-1231

名取市手倉田字山無番地

昭和32年 4月12日

村 田 孝 次

鈴 木 眞 一

三 浦 年 男

（平成15年4月1日名取病院から改称）

荒 井 陽 一

血液内科，腫瘍内科，呼吸器内科，消化
器内科，頭頸部内科，緩和ケア内科，腫
瘍循環器科，精神腫瘍科，糖尿病・代謝
内科，呼吸器外科，消化器外科，乳腺外
科，整形外科，形成外科，脳神経外科，
泌尿器科，婦人科，頭頸部外科，皮膚
科，眼科，放射線診断科，放射線治療
科，麻酔科，病理診断科，臨床検査科，
歯科

山 田 秀 和

精神科，児童精神科，歯科

佐 藤 静 哉

℡022-384-3151

舩 越 俊 一

及 川 裕 司 佐々木　 治

齋 藤 弘 子

名取市愛島塩手字野田山47-1

(平成5年4月1日成人病ｾﾝﾀｰから改称)

角 藤 芳 久

昭和42年4月1日

℡022-796-1042℡022-384-2236

西條 嘉代子

島　　　 礼

藤 谷 恒 明

鈴 木 宏 昭

大 野 高 志

富 塚 宗 浩

佐 藤 千 賀

昼 八 弘 二

精神医療センター 本　　部がんセンター

名取市愛島塩手字野田山47-1

〒981-1239
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経 営 情 報 係

施設整備室

企画経営係
看護専門監

企画経営課長

総務課長

 訪問看護ステーション

臨床検査科

 地域支援科

院　長

薬剤部長

医 事 係

事務局次長

臨床検査技術部長

医療局長

医 事 課 長 代 理

地域医療連携室

事務局次長 企 画 総 務 課 長 総 務 係

 リハビリテーション科

診療放射線科

薬剤科

(副院長兼務)

社会生活支援部長

医 事 係

　　　（令和４年３月３１日現在）

事 務 局長

医療安全管理室長（院長事務取扱） 医療安全管理担当

企画総務係

事 務 局長

地域医療連携室（医療局長兼務）

企 画 総 務 課 長

【 本 部 】

【精神医療センター】

【 が ん セ ン タ ー 】

がん先進治療開発研究部長

がん幹細胞研究部長

[研究所]
所　長

総　長

総務係

感染防止対策担当

院 長

副 院 長

事務局長 事務局次長

がん相談支援センター長（副院長兼務）

緩和ケアセンター長（副院長兼務）

医療局長

[病院]

９　組織図

がん疫学・予防研究部長

臨床検査技術部長 臨床検査科

地域医療連携室長（医療局長兼務）

発がん制御研究部長

看護部長

（医療局長兼務）

医 事 課 長

副 院 長

企 画 経 理 係

薬剤科

がん薬物療法研究部長（所長兼務）

薬剤部長

看護部長 看護副部長 外来・各病棟

広 報 係

医療安全管理室長（副院長兼務）

感染対策室長（副院長兼務）

診療放射線技術部長

患者サポートセンター長（院長兼務）
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(令和4年3月31日現在）

前
年
度
末
現
員

決
算
年
度
末
現
員

増
減

前
年
度
末
現
員

決
算
年
度
末
現
員

増
減

前
年
度
末
現
員

決
算
年
度
末
現
員

増
減

前
年
度
末
現
員

決
算
年
度
末
現
員

増
減

(イ) (ロ) (ロ－
イ）

(イ) (ロ) (ロ－
イ）

(イ) (ロ) (ロ－
イ）

(イ) (ロ) (ロ－
イ）

人 人 人 人

0 0 2 2 0 2 2 0

18 17 △ 1 75 75 0 0 93 92 △ 1

看 看 護 師 146 146 0 312 304 △ 8 1 1 0 459 451 △ 8

護 准 看 護 師 0 0 0 0 0 0

職 看 護 助 手 0 0 0 0 0 0

員 計 146 146 0 312 304 △ 8 1 1 0 459 451 △ 8

薬 剤 師 6 6 0 25 25 0 0 31 31 0

診 療 放 射 線 技 師 0 0 0 26 26 0 0 26 26 0

臨 床 検 査 技 師 2 2 0 28 27 △ 1 0 30 29 △ 1

医 保 健 師 2 2 0 0 0 2 2 0

療 臨 床 心 理 士 4 4 0 1 2 1 0 5 6 1

技 作 業 ・ 理 学 療 法 士 5 5 0 4 4 0 0 9 9 0

術 臨 床 工 学 技 士 0 0 0 6 6 0 0 6 6 0

職 医 療 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー 0 0 0 3 3 0 0 3 3 0

員 精 神 保 健 福 祉 士 10 10 0 0 0 10 10 0

栄 養 士 3 3 0 3 3 0 0 6 6 0

化 学 0 2 2 0 0 2 2 0

研 究 0 3 4 1 0 3 4 1

歯 科 衛 生 士 0 0 0 0 0

言 語 聴 覚 士 0 2 1 △ 1 2 1 △ 1

試 験 検 査 補 助 0 0 0 0 0 0 0 0

計 32 32 0 103 103 0 0 0 0 135 135 0

11 11 0 25 25 0 14 15 1 50 51 1

207 206 △ 1 515 507 △ 8 17 18 1 739 731 △ 8

2 2 0 1 1 0 6 5 △ 1 9 8 △ 1

事 務 職 員

合　 　 　 　　　計

宮城県からの派遣職員数
（上記の内数）

１０　職員の状況

職　　　種　　　等

精神医療センター がんセンター 本部事務局 計

理 事 長 ・ 副 理 事 長

 医　  　　　 　　　師
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１１　資本金の状況

（単位：百万円）

区分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

県出資金 160 0 0 160

資本剰余金 0 0 0 0
利益剰余金

（△繰越欠損金） △ 1,143 526 0 △ 617

純資産合計 △ 983 526 0 △ 457

（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので，端数において合計とは一致しないものがあります。  

 

１２ 沿革 

年月日 変   遷   等   の   概   要 

23. 4. 1 

 

 

 

23. 7. 1 

 

23. 9. 1 

24. 1. 1 

24. 3. 2 

25. 6.17 

25. 8. 1 

25.10. 1 

26. 2. 1 

26. 4. 1 

 

26. 4.15 

26. 5. 5 

26. 5. 7 

 

 

 

 

27. 3.31 

27. 4. 1 

 

  

 

 

 

 

 

27. 4.15 

27. 7. 1 

循環器・呼吸器病センター，精神医療センター，がんセンター  

地方独立行政法人宮城県立病院機構へ移行  

機構 理事長 初代 菅村 和夫 

がんセンター ８代総長 西條 茂（院長，７代研究所長を兼務） 

精神医療センター ユース外来開始  

がんセンター １１代院長 片倉 隆一 

がんセンター 歯科開設 

循環器・呼吸器病センター ７代院長 近内 利明 

循環器・呼吸器病センター病院機能評価（Ｖ er.６.０）認定 

がんセンター 病院機能評価（Ｖer.６.０）認定 

精神医療センター 北２病棟個室化に伴う病床数変更（ 286 床→271 床） 

がんセンター 集学治療棟開棟 

精神医療センター 北２病棟 精神科救急入院料（スーパー救急）承認 

精神医療センター 児童精神科開設 

がんセンター ８代研究所長 島 礼 

精神医療センター 訪問看護ステーション「ゆとり」開設  

がんセンター 電子カルテシステム運用開始 

がんセンター 診療科目変更（循環器内科，糖尿病・代謝内科，血液内

科，腫瘍内科，呼吸器内科，呼吸器外科，消化器内科，消化器外科，乳

腺外科，整形外科，形成外科，脳神経外科，泌尿器科，婦人科，眼科，

頭頸部外科，放射線診断科，放射線治療科，麻酔科，病理診断科，緩和

ケア内科，歯科，臨床検査科）  

がんセンター 都道府県がん診療連携拠点病院指定  

機構     ２代理事長 西条 茂 

がんセンター ９代総長  片倉 隆一 

がんセンター １２代院長 小野寺 博義 

循環器・呼吸器病センター 一般病床数変更（150 床→90 床）（30 床休

止） 

循環器・呼吸器病センター 診療科目変更（呼吸器科・循環器科・心臓

血管外科・呼吸器外科・消化器科・放射線科）  

精神医療センター 地域医療連携室設置  

精神医療センター 東２病棟閉鎖化（全病棟閉鎖化）  

がんセンター   総合がん検診開始  
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27.11.1 

 

28. 1. 1 

28. 4. 1 

 

 

28.10.1 

 

29. 5.16 

30. 4. 1 

 

30. 5.19 

 

31. 1. 1 

31. 1.16 

31. 2.28 

31. 3. 1 

31. 3.25 

31. 3.31 

31. 4. 1 

 

1．6.28 

2. 1.24 

2．4. 1 

精神医療センター 児童思春期ユニット開設に伴う病床数変更  

（271 床→258 床） 

精神医療センター  児童・思春期精神科入院医療管理料承認 

循環器・呼吸器病センター ８代院長 伊藤 康博 

精神医療センター ６代院長 角藤 芳久 

がんセンター緩和ケアセンター設置 

がんセンター 診療報酬点数表変更（専門病院入院基本料 7 対 1，10 対

1 の病棟群による届出） 

循環器・呼吸器病センター 病棟再編（40 床休止） 

がんセンター10 代総長 荒井 陽一 

がんセンター13 代院長 山田 秀和 

がんセンター 病院機能評価（一般病院２ 3rdG:Ver.1.1）認定 

がんセンター 病院機能評価副機能（緩和ケア病院 3rdG:Ver.1.1）認定  

がんセンター 皮膚科開設 

精神医療センター 精神科救急システム３６５日２４時間化の運用開始 

循環器・呼吸器病センター 結核病棟を除く入院，外来の診療廃止 

精神医療センター 電子カルテシステム更新 

がんセンター 都道府県がん診療連携拠点病院指定 

循環器・呼吸器病センター 病院事業を廃止 

機構 ３代理事長 荒井 陽一（がんセンター１０代総長を兼務） 

がんセンター 精神腫瘍科開設 

精神医療センター 救急告示病院認定 

がんセンター ＩＳＯ１５１８９取得 

がんセンター 腫瘍循環器科開設  

がんセンター 患者サポートセンター開設 
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Ⅱ 財務諸表の要約 

１ 要約した財務諸表 

（１）貸借対照表 

   

（単位：百万円）

資産の部 金額 負債の部 金額

固定資産 9,508 固定負債 10,508

　有形固定資産 8,493 　長期借入金 5,420

　無形固定資産 650 　引当金 4,866

　投資その他の資産 365 　リース債務 75

流動資産 4,292 　その他 147

　現金及び預金 2,030 流動負債 3,750

　有価証券 0 　1年以内返済長期借入金 994

　医業未収金 1,850 　未払金 1,961

　棚卸資産 153 　1年以内支払リース債務 40

　その他 258 　その他 754

負債合計 14,257

純資産の部 金額

資本金 160

資本剰余金 0

繰越欠損金 △ 617

純資産合計 △ 457

資産合計 13,801 負債純資産合計 13,801

（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので，端数において合計とは一致しないものがあります。
 

（２）損益計算書 

（単位：百万円）

科　　目 金　　額

　経常収益(A) 15,736

　　診療業務収益 11,534

　　運営費負担金収益 3,511

　　その他経常収益 691

　経常費用(B) 15,210

　　診療業務費 14,229

　　一般管理費 191

　　その他経常費用 790

　臨時損益(C) 1

　当期純損益(A-B+C) 526

（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので，端数において合計とは一致しないものがあります。  
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（３）キャッシュ・フロー計算書  

（単位：百万円）

科　　目 金　　額

Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー 897

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー 0

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー 21

Ⅳ　資金増加額(又は減少額） 918

Ⅴ　資金期首残高 1,112

Ⅵ　資金期末残高 2,030

（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので，端数において合計とは一致しないものがあります。    

（４）行政サービス実施コスト計算書   

（単位：百万円）

科　　目 金　　額

Ⅰ　業務費用 3,697

　　　損益計算書上の費用 15,210

　　　(控除)自己収入等 △ 11,513

　　(その他行政サービス実施コスト)

Ⅱ　引当外退職給付増加見積額 8

Ⅲ　機会費用 13

Ⅳ　行政サービス実施コスト 3,719

（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので，端数において合計とは一致しないものがあります。   

 

２ 財務諸表の科目 

（１）貸借対照表 

    固定資産 

     有形固定資産  ：土地，建物，医療機器など  

     無形固定資産  ：ソフトウェア，電話加入権など 

     投資その他の資産：長期前払消費税など 

    流動資産 

     現金及び預金  ：現金，預金 

有価証券    ：譲渡性預金，１年以内に満期が到来する満期保有

目的債権など 

     医業未収金   ：医業収益に対する未収金  

     棚卸資産    ：医薬品，診療材料など  

    固定負債 

     長期借入金   ：宮城県からの借入金 

引当金     ：法人職員への退職金の支払いに対する退職給付引

当金など 

     リース債務   ：リース取引にかかる債務  
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    流動負債 

１年以内返済長期借入金  ：１年以内に返済期限が到来する長期借入金 

未 払 金       ： 医 薬 品 ， 診 療 材 料 ， 医 療 機 器 購 入 な ど に か                  

かる未払い債務 

１ 年 以 内 支 払 リ ー ス 債 務：リース取引にかかる債務のうち，１年以内に支     

払期限が到来する債務 

    純資産 

     資本金     ：宮城県からの出資金  

資本剰余金   ：県から交付された施設費や補助金等を財源として

取得した償却資産及びその他の資産損益外減価

償却相当額の累計額又は損益外減損損失相当額

の累計額 

     利益剰余金   ：業務に関連して発生した剰余金の累計額  

     繰越欠損金   ：業務に関連して発生した欠損金の累計額 

 

（２）損益計算書 

    経常収益 

     診療業務収益  ：医業（入院・外来診療等）にかかる収益 

     運営費負担金収益：宮城県からの運営費負担金の受入による収益 

    経常費用 

診療業務費   ：医業（入院・外来診療等）に要する給与費，材料

費，委託費，減価償却費など  

           一般管理費   ：本部組織に係る給与費，委託費など 

    臨時損益     ：固定資産の売却益など  

    臨時損失     ：固定資産の除却損など  

 

（３）キャッシュ・フロー計算書 

    業務活動によるキャッシュ・フロー 

      入院・外来診療による収入，職員への給与の支払いや医療材料購入に

よる支出など 

    投資活動によるキャッシュ・フロー  

有価証券の売却による収入および取得による支出，定期預金の戻入に

よる収入及び預入による支出，固定資産の取得による支出など  

        財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入金の借入による収入及び返済による支出，リース債務償還に

よる支出など 
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（４）行政サービス実施コスト計算書  

    業務費用 

損益計算書上の費用から県等の財源によらない自己収入を控除した額 

引当外退職給付増加見積額  

     宮城県からの派遣職員に係る退職給付債務の増加見積額  

    機会費用 

宮城県から無利子で調達している短期借入金に関して，市中金融機関

から調達した場合に，通常負担すべき額として試算したもの 

 

３ 財務情報 

（１）財務諸表の概要 

① 経常収益，経常費用，当期総損益，資産，負債，キャッシュ・フロー

などの主要な財務データの経年比較・分析  

 

（経常収益）   

  経常収益は 15,736 百万円と，前年度と比較して 235 百万円増（前年比

1.5％増）となっています。これは，前年度と比較して高額薬剤の使用減

少による患者単価の減等により外来収益が 195 百万円減（前年比 4.4％

減）となりましたが，新型コロナウイルスに係る補助金の受入により補

助金等収益が 423 百万円増（前年比 221.5％増）となったことなどが主

な要因です。 

 

（経常費用）   

  経常費用は 15,210 百万円と，前年度と比較して 379 百万円減（前年比

2.4％減）となっています。これは，前年度と比較して人事委員会勧告に

伴う期末勤勉手当の減等により給与費が 126 百万円減（前年比 1.8%減），

高額薬剤の使用減少により材料費が 243 百万円減（前年比 5.9％減）と

なったことなどが主な要因です。  

 

（当期純損益）   

  当期純損益は 526 百万円となり，前年度と比較して 614 百万円増とな

っています。これは，新型コロナウイルスに係る補助金の受入により経

常収益が増となったことや高額薬剤の使用減少により経常費用が減とな

ったことなどが主な要因です。  

 

（資産）   

  資産合計は 13,801 百万円と，前年度と比較して 1,193 百万円増（前年



- 11 - 

 

比 9.5％増）となっています。これは，前年度と比較して現預金が 918

百万円増（前年比 82.6％増）となったことなどが主な要因です。 

 

（負債）   

負債合計は 14,257 百万円と，前年度と比較して 667 百万円増（前年比

4.9％増）となっています。これは，前年度と比較してがんセンターの電

子カルテシステム更新の前払分等により医業外未払金が 534 百万円増

（前年比 222.5％増）となったことなどが主な要因です。    

 

（業務活動によるキャッシュ・フロー）    

  業務活動によるキャッシュ・フローは 897 百万円の収入となり，前年

度と比較して 678 百万円の収入増（前年比 309.6％増）となっています。

これは，前年度と比較して新型コロナウイルスに係る補助金等収入が

518 百万円増（前年比 631.7％の増）となったことなどが主な要因です。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）    

投資活動によるキャッシュ・フローは 0.2 百万円の収入となり，前年

度と比較して 24 百万円の収入増となっています。これは，前年度と比較

して長期借入金の元金分返済に伴う運営費負担金収入が 39 百万円増（前

年比 5.2％の増）となったことなどが主な要因です。  

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）    

財務活動によるキャッシュ・フローは 21 百万円の収入となり，前年度

と比較して 427 百万円の収入増となっています。これは，前年度と比較

して長期借入による収入が 467 百万円増（前年比 57.4％増）となったこ

となどが主な要因です。 

 

   主要な財務データの経年比較  

（単位：百万円）

区分 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

経常収益 15,702 16,733 15,944 15,501 15,736

経常費用 15,159 16,222 15,624 15,589 15,210

当期純利益［又は(△)損失］ △ 477 △ 755 454 △ 88 526

資産 14,995 13,198 12,847 12,608 13,801

負債 15,575 14,547 13,742 13,590 14,257

利益剰余金［又は(△)繰越欠損金］ △ 754 △ 1,509 △ 1,055 △ 1,143 △ 617

業務活動によるキャッシュ・フロー 217 1,100 232 219 897

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 326 276 △ 461 △ 24 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 799 △ 713 △ 288 △ 406 21

資金期末残高 1,177 1,840 1,324 1,112 2,030

（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので，端数において合計とは一致しないものがあります。

（注）令和元年度より循環器・呼吸器病センターが閉院のため実績に含まれておりません。  
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 （２）重要な施設等の整備等の状況 

① 当事業年度中に建替整備が完了した主要施設等 

  特になし 

② 当事業年度において建替整備中の主要施設等  

  特になし 

③ 当事業年度に処分した主要施設等 

  特になし 

 

（３）予算及び決算の概要（税込） 

（単位：百万円）

予算 決算 予算 決算 予算 決算

収入

　　診療業務収入 13,126 11,809 12,077 11,481 11,235 11,886

　　運営費負担金収入 4,017 4,000 4,100 4,101 4,724 4,749

　　その他収益的収入 182 164 149 159 143 739

　　長期借入金収入 2,152 1,148 1,369 518 1,560 770

　　その他資本的収入 0 0 0 0 0 3

　　　　　　　　　計 19,477 17,121 17,695 16,258 17,662 18,147

支出

　　診療業務費用 16,412 15,493 15,493 15,455 15,251 15,477

　　一般管理費 210 175 198 170 204 185

　　その他収益的支出 689 606 610 593 618 2,466

　　建設改良費 2,426 1,255 1,519 650 1,698 948

　　借入金償還金 1,173 1,173 1,201 1,201 1,367 1,367

　　その他資本的支出 0 0 0 0 0 0

　　　　　　　　　計 20,910 18,702 19,021 18,068 19,138 20,444

予算 決算 予算 決算 予算 決算

収入

　　診療業務収入 11,587 12,059 12,315 11,874 12,125 11,573

　　運営費負担金収入 3,655 3,815 3,409 3,389 3,532 3,511

　　その他収益的収入 250 259 108 281 103 696

　　長期借入金収入 1,648 1,030 1,146 814 1,927 1,281

　　その他資本的収入 0 0 0 13 0 34

　　　　　　　　　計 17,140 17,162 16,978 16,371 17,686 17,095

支出

　　診療業務費用 14,342 14,764 14,941 14,773 14,888 14,447

　　一般管理費 188 208 206 189 201 193

　　その他収益的支出 667 707 682 671 639 614

　　施設整備費 1,801 1,202 1,287 1,011 2,080 1,429

　　借入金償還金 1,182 1,222 1,129 1,129 1,188 1,188

　　その他資本的支出 0 0 0 0 0 0

　　　　　　　　　計 18,181 18,102 18,246 17,773 18,997 17,871

（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので，端数において合計とは一致しないものがあります。

（注）令和元年度より循環器・呼吸器病センターが閉院のため実績には含まれておりません。

区分
令和元年度 令和2年度

区分
平成28年度 平成29年度 平成30年度

令和3年度

     

（４）経費削減効果及び効率化に関する目標及びその達成状況 

① 経費削減及び効率化目標 

中期計画及び年度計画において，材料費比率や後発医薬品使用品目

数等の具体的な数値目標を設定し，医療機器等における多様な調達方
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法の検討，医薬品，診療材料，医療消耗備品における，品目毎の使用

状況，調達状況等の管理，後発医薬品への切替の検討等に努め，経費

の削減に努めております。  

 

② 経費削減及び効率化目標の達成度合いを測る財務諸表等の科目（費用

等）の経年比較  

（単位：百万円）

金額 比率 金額 比率 金額 比率 金額 比率 金額 比率 金額 比率 金額 比率

　医業費用 15,220 102.5% 15,493 104.4% 15,455 104.1% 15,477 104.3% 14,764 97.0% 14,773 97.1% 14,447 94.9%

　　うち経費 2,635 98.1% 2,521 93.9% 2,617 97.4% 2,631 98.0% 2,318 88.0% 2,356 89.4% 2,480 94.1%

　　うち減価償却費 1,483 103.1% 1,335 92.8% 1,372 95.4% 1,290 89.7% 1,098 74.0% 1,035 69.8% 949 64.0%

　一般管理費 200 99.7% 175 86.9% 170 84.4% 185 92.3% 208 103.5% 189 94.2% 193 96.2%

　　うち経費 15 89.1% 16 94.6% 13 80.3% 32 193.7% 25 167.2% 24 165.4% 18 121.7%

　　うち減価償却費 8 100.9% 7 91.3% 8 99.8% 2 22.9% 29 374.4% 22 277.3% 28 355.4%

（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので，端数において合計とは一致しないものがあります。

（注）令和元年度より循環器・呼吸器病センターが閉院のため実績には含まれておりません。

令和3年度

第３期中期目標期間

令和2年度令和元年度区分 平成30年度

第２期中期目標期間

平成27年度 平成28年度 平成29年度

 

 

（５）事業の説明  

   収益構造 

①財源内訳 

当機構の経常収益は，15,736 百万円で，その内訳は，運営費負担金収

益 2,646 百万円（収益の 16.8%），資産見返運営費負担金収益 793 百万円

（収益の 5.0%），診療報酬等の自己収入 11,534 百万円（収益の 73.3％）

となります。 

   

   ②財源情報及び業務実績の説明 

診療事業は，「医療の質」と「経営の質」を意識した病院運営を行うと

ともに，県立病院機構職員一人ひとりが高度・専門医療を担う役割を自

覚し，安全かつ確実な医療の提供に努めてまいりました。  

事業の財源は，事務費及び事業費については，医業収益 11,534 百万円，

運営費負担金収益 2,646 百万円，資産見返運営費負担金収益 793 百万円

となっています。 

事業に対する主な費用は，給与費 6,974 百万円，材料費 3,893 百万円，

委託費などの経費 2,280百万円，減価償却費 949百万円となっています。 
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Ⅲ 事業報告 

１ 事業を取り巻く環境  

これまで，高度専門病院としての役割を担うことを基本理念として，県民

への良質な医療の提供と，地域医療水準の向上に寄与することを目的に運営

してまいりましたが，急速に進む少子高齢化や医療技術の進展や医療人材の

不足など，経営を取り巻く環境は年々厳しさを増しています。 

このような中，令和３年度は，新型コロナウイルス感染症の拡大が医療体

制に大きな影響を及ぼし，特にがんセンターにおいて入院患者数の減などに

伴い医業収益が落ち込んだものの，新型コロナウイルス感染症対策事業医療

提供体制整備費補助金等があり，令和３年度は病院機構全体で黒字決算とす

ることができました。 

長引くコロナ禍により，感染症発生前の水準まで患者数を回復させること

は容易ではなく，今後も引き続き厳しい経営環境となることが見込まれてい

るほか，仙台医療圏４病院の統合・合築をめぐる動きもあります。  

令和４年度においても新型コロナウイルスの感染防止対策を徹底しながら，

県立病院として，県のコロナ感染症対策などの取組に積極的に協力していく

とともに，政策医療や高度・専門医療を効率的かつ効果的に提供し，この難

局を職員一丸となって乗り越えていけるよう，経営の更なる改善をはじめと

した法人の適正な管理・運営に全力で努めてまいります。  

 

病院の概要                   （令和4年3月31日現在） 

病院名  所在地  病床数  診療科  開院年月日  備  考  

精神医療

センター  
名取市  258 床  

精神科，児童精神科，歯

科  
S32. 4.12 

H15.4.1 名取

病 院 か ら 改

称  

が   ん  

センター  
名取市  383 床  

血液内科，腫瘍内科，呼

吸器内科，消化器内科，

頭頸部内科，緩和ケア内

科，腫瘍循環器科，精神

腫瘍科，糖尿病・代謝内

科，呼吸器外科，消化器

外科，乳腺外科，整形外

科，形成外科，脳神経外

科，泌尿器科，婦人科，

頭頸部外科，皮膚科，眼

科，放射線診断科，放射

線治療科，麻酔科，病理

診断科，臨床検査科，歯

科  

S42. 4. 1 

H5.4.1 成 人

病 セ ン タ ー

から改称  



- 15 - 

 

２ 令和３年度の主な取組（重点事項の実施状況） 

変化する医療環境や厳しさを増す経営環境に的確に対応し，「医療の質」の

向上に取り組むことにより，患者とその家族が納得し，安心・信頼して診療

を受けられる病院であり続けることを目指しました。  

 

（１）質の高い医療の提供  

   イ 精神医療センター 

① 精神科救急・急性期医療の提供  

  施設設備の老朽化が著しい中，県内唯一の「精神科救急入院料病棟」

の効率的・効果的な運用を図るため，毎朝開催される総合診療会議や毎

週月曜日に実施される院長チームラウンドにおいて，隔離室・個室確保

のためのベッド調整を行うことにより，民間病院では対応困難な多様な

患者の受け入れに努めました。 

  また，令和２年度診療報酬改定への適合のため，新たに個室５室と４

人室１室を整備し，併せて個室不足への対応にも取り組みました。  

  このほか，平成３１年１月から３６５日２４時間体制に移行した「県

の精神科救急システム」については，本県精神科の基幹病院である当セ

ンターが中心的役割を果たしており，入院患者の円滑な受入れに向けて

急性期病棟の効率的な運用に努めております。 

    

② 自立生活に向けた支援事業の実施 

長期入院患者に対して退院前から在宅医療のケア体制について丁寧な

説明を行うとともに，退院後については在宅生活を支えるため，「訪問看

護ステーションゆとり」を中心とした多職種による複数名での訪問支援

に加え，地域ケア会議等を通じ，市町村をはじめとする関係行政機関や

地域の障がい福祉サービス事業所等と連携を図り，多方面からの支援を

行いました。 

また，デイケアにおいては，令和元年度に新たに始めた認知機能の改善

を目的とした認知リハビリテーションを継続して実施しました。  

 

③ 児童・思春期医療の提供  

早期介入・支援等を行い，モデル的医療の継続的な提供に努めたほか，

一般外来から児童精神科外来を独立させ，別棟の新しい診察室で，児童

が安心して治療を受けられる環境の整備に努めました。 

また，学校訪問やケア会議の実施等を通して，教育機関との情報共有

や連携促進を図り，入院している児童への学習機会の確保に努めました。 
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④ 慢性重症者に向けた医療体制の整備  

  院内の職員に加え，関係行政機関や地域の相談支援事業所のスタッフが

参加して開催するチーム医療委員会において，それぞれの取り組みを情報

共有するとともに慢性期病棟で退院促進プログラム（地域移行普及啓発活

動）を行いました。 

また，行動制限最小化に向けて，毎週月曜日の院長チームラウンドや

行動制限最小化・特例措置事後審査委員会で，行動制限されている患者

に対する治療方針の検討を行ったほか，クロザピンを服用している患者

の安全性の確保を図るため，院内設置の運用委員会を開催し，高度で専

門的な医療の提供に努めました。  

 

   ロ がんセンター 

     がんの種類や患者の状態に応じた最適な医療を提供するため，手術，

放射線療法，化学療法を組み合わせた集学的治療の一層の促進を図りま

した。 

特に，手術件数については，実施強化に努め，前年の 1,449 件から 1,625

件と大きく増加しております。 

また，都道府県がん診療連携拠点病院として，国が推進しているがん

ゲノム医療について，がんゲノム医療連携病院に選定されています。当

初，自由診療でのがん遺伝子パネル検査は，リキッドバイオプシーパネ

ル検査を導入しておりましたが，保険診療でも検査可能となったため，

令和 3 年 8 月から保険診療でのリキッドバイオプシーパネル検査を開始

しました。 

さらに質の高い医療を求められることから，令和元年度に取得した国

際規格ＩＳＯ１５１８９の第２回サーベイランスを受審し，品質管理さ

れた質の高い検査を提供しました。また，先進的な医療機器の整備など

について検討を行うなど，必要な体制整備を図りました。  

 

（２）安全・安心な医療の提供 

   イ 精神医療センター  

① 医療安全対策の推進 

一次救命処置の講習会など医療安全に関する研修を，全職員（委託

業者含む）向けに開催し，資質向上に努めるとともに，ヒヤリハット

事例等を基に医療安全カンファランスで情報共有化を図り，課題を抽

出し,事故防止に努めました。 

また，医療安全部門会議でインシデント等の報告事案を確認・分析し，

その内容を医療安全管理委員会に報告し，病院全体で情報の共有に努
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めました。 

  

② 院内感染症対策の推進  

感染防止対策委員会を月１回定例で開催したほか，県内での新型コ

ロナウイルスの流行に伴い，臨時の委員会を開催し対応を検討しまし

た。 

また，「新型コロナウイルス感染症対策マニュアル」を院内に継続し

て周知し，感染防止に加え，院内で感染者が発生した場合の対応につ

いて，職員の認識共有の徹底を図りました。 

更に，感染症の専門家による研修会の開催や，救急棟での清潔・汚染

区域を分けるゾーニングを継続して行なうほか，入院患者に対するコ

ロナワクチンの院内接種を実施するなど，新型コロナウイルス感染症

対策に取り組みました。 

 

   ロ がんセンター 

毎週開催される医療安全管理推進部会において，各部署から提出され

るインシデント事例について，必要に応じて現場ラウンドによる現状確

認なども行ったうえで，要因分析と対策案の検討を行いました。この結

果は，月に１度開催される医療安全管理委員会に報告するとともに，こ

れらの情報・分析内容を基に，医療安全マニュアルを改訂し，全職員に

周知徹底しました。 

そのほか, 医療安全管理室主催の研修会を定期的に実施して，職員の

医療安全に関する資質の向上を図り，安心・安全な医療の提供に努めま

した。 

 

（３）患者や家族の視点に立った医療の提供 

     精神医療センターでは，医療の提供に際し，患者や家族に対して治療

目的や方法等の説明を丁寧に行ったほか，患者等からの意見・要望につ

いては院内設置の委員会に諮り，適切に対応しました。 

また，入院行動制限を伴う場合は，精神保健福祉法に則した対応に努

めました。 

 

（４）人材の確保と育成 

   イ 医師の確保と育成  

精神医療センターでは，東北大学医学部との連携等により１名の医師

を新たに採用し，精神科専門医制度における研修基幹・連携施設として，

専攻医計３名を受け入れております。  
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更に，防衛医科大学校病院から専攻医１名を新たに受け入れ，計２名

の人材育成に努めました。  

また，看護師及び医療技術職については，実習生を積極的に受け入れ

るなど，外部人材の育成及び確保に向けて取り組みました。  

院内職員については，研修派遣や学会，講習会への参加の支援や院内

研修会の実施など，職員全体の資質向上に努めました。  

がんセンターでは，東北大学等と連携を図り，医療環境や業務量の変

化に応じて医師の確保，配置を行うとともに，レジデントの積極的な受

け入れを行いました。また，東北大学大学院との連携講座（医学系研究

科がん医科学講座）においては１０人の学生を受け入れ，研究・教育の

強化に取り組みました。 

また，看護師の現任教育を実施したほか，オンラインを活用した薬剤

師，放射線技師等，医療技術職の学会等への参加や事務職員の講習会へ

の参加など，医療従事者及び事務職員の資質向上に努めました。  

 

   ロ 看護師の確保と育成  

看護学生向けの採用案内パンフレットや病院 PR 動画をリニューアル

したほか，民間の就職支援サイトへの登録，オンラインによる県内の合

同就職説明会への参加，ホームページ上に各病院の若手看護師の活躍ぶ

りを紹介するなど，積極的に広報活動を行いました。  

また，新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を考慮し，例年実

施している機構主催の説明会をオンラインで開催したほか，県内の看護

師養成機関へのオンライン面談や訪問により，採用情報の広報及び学生

の動向等の情報収集を行うなど，看護師の確保に努めました。  

 

   ハ 医療従事者の確保と育成  

①医療従事者の確保  

医療環境や業務量の変化等に応じた適正な体制を維持するため，薬剤

師，精神保健福祉士，診療放射線技師の採用試験を実施し，医療従事者

の確保に努めました。 

 

②医療従事者の資質向上 

各種認定資格の取得や学会等のオンラインでの参加を含め奨励・支援

し，医療従事者の資質向上を図りました。医療環境や業務量の変化等に

応じた適正な体制を維持するため，薬剤師，公認心理師，診療放射線技

師の採用試験を実施し，医療従事者の確保に努めました。 
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  ニ 事務職員の確保と育成 

①事務職員の確保  

事務職員の採用試験を実施し，５名採用しました。また，職員の年度

中途退職等に伴い，２月から任期付職員を３名採用し，病院の円滑な業

務の継続性を確保しました。  

また，障害者雇用については，障害者雇用の推進に向けた院内研修会

を開催したほか，障害者雇用推進プロジェクトチームの立ち上げ，障害

者雇用面接会への参加や特別支援学校からの実習生の受入れなどを行い，

雇用数を３名増加させました。  

 

②事務職員の資質向上 

病院特有の事務や運営について精通した人材を育成するための研修プ

ログラムとして，診療情報管理士の通信教育の受講を支援し，医事課の

職員２名が通信教育の受講を開始しました。  

また，事務職員のマネジメント能力や勤務意欲等の向上を目指し，令

和４年度から事務部門の組織改編及び職制の見直しを行っております。  

 

   ホ その他  

     宮城県公務研修所が行う県職員階層別研修に７名，東北自治研修所が

行う各種研修に４名を派遣し，事務職員の資質向上を図りました。  

 

（５）災害等への対応 

    大規模災害等への対応に備えるため，職員安否確認システムの活用訓練

や無線機の通信訓練を実施しました。令和４年３月に発生した地震の際に

は，災害対応マニュアルに基づいて病院の被害状況をとりまとめ，県との

連絡調整を行いました。 

 

（６）その他の重要な取組 

   イ 精神医療センター  

新病院建設候補地の選定が遅滞しているため，現施設での継続した医

療の提供が求められており，ハード面及びソフト面での医療体制の整備

が急務となっていることから，令和２年度及び３年度を工期とした大規

模修繕を行い，治療・療養環境の整備に取り組みました。  

また，個室不足への対応として，大規模修繕に伴い仮設した病室を個

室６室に本設化し，併せて，救急急性期病床と後方支援病床との連携拡

大に取り組みました。 

   ロ がんセンター 
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良質な医療の提供や医療水準の維持向上，研究環境の整備を図るため，

移動型 X 線撮影装置，超音波画像診断装置，自動細胞解析分取装置等の

医療機器・研究機器の計画的な導入・更新を行いました。  

施設に関しては，ＣＶＣＦ・ＶＣＢ電源装置（無停電電源装置）の更

新工事等を行いました。 

 

ハ がんセンター研究所 

新型コロナの影響のため，学会発表は一部 WEB 開催での発表のものが

ありました。日本癌学会学術総会など，現地参加での発表も実施されま

した。専門誌での論文発表は例年通りであり，がんの克服を目指した研

究成果を発表しました。外部研究費の獲得については，科研費および

AMED において目標を上回る結果を得ました。主な取り組みにつきまして

は以下の通りです。 

① 難治がんを対象とした基礎研究  

効果的な治療法が確立されていないがんや，治療により抵抗性を獲得

したがんに対する治療開発，ゲノムに依拠した正確ながん診断技術の確

立を目標として，個々の研究者のもつ独創的な研究の中から，新たな治

療シーズを見出すための研究を行っています。そのうち幾つかは論文と

して発表しました。例えば，がん悪液質のモデル動物の樹立についての

研究などは学会奨励賞を獲得した研究に基づくものであります。 

② 新薬・治療開発に向けた研究  

 (1)AMED 採択研究 

以下 2 件の提案が採択され，実用化に向けた研究が始まっています。

①食事介入を活用したがん代謝を標的とした革新的な治療開発のための

研究。②改変型サイトカイン分子設計による新規治療法開発の研究。  

(2)特許 

令和 2 年度に申請した副作用の少ないがん免疫療法（ IL2 変異体を用

いた）に関する特許が承認されました。 

(3)他施設との共同研究 

主なものとして，東北大学大学院医学系研究科との共同研究で食道が

んを特異的に診断できる新規抗体の開発についての論文発表がありまし

た。また，企業との共同研究において臨床癌との比較による肺癌 PDX 株

の特徴解析についての論文発表がありました。 

③ 病院との共同研究  

臨床に即したがんゲノム医療の研究として，遺伝性腫瘍の原因変異を

同定し，今後難病申請へむけての基盤となる解析結果を論文として発表

しました。 
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   ニ 本部 

①職員の負担軽減と家庭環境への配慮  

令和３年３月から，職種毎に段階的に運用を開始した勤務管理シス

テムについては，全職種での運用とし，令和２年に稼働を開始した人

事・給与システムと合わせて，職員の労務管理や庶務業務等の効率化

を図りました。  

また，時間外勤務の縮減や，年次有給休暇等の計画的な利用を促進

し，働き方改革を踏まえた職員の健康管理に努めました。  

    ②有期雇用職員の処遇改善 

同一労働同一賃金を踏まえ，有期雇用職員の適切な給与・休暇制度

の運用に努めました。 

③目標達成に向けた取組 

理事会では，業務運営体制の在り方などについて必要な検討を行う

とともに，理事長・院長等会議を開催し，新型コロナウイルス感染症

の影響などにより，中期計画や年度計画に掲げる目標との乖離幅の縮

小に向けて，議論を行いました。  

また，機構内部の情報共有と，経営改善に向けた意見交換を行うた

め，精神医療センターとがんセンターとの個別の意見交換会を実施し

ました。 

さらに，全職員に経営状況を周知するため，理事長等による経営状

況説明会を実施しました。説明資料は，決算数値だけでなく，２病院

の具体的な取組状況なども盛り込み，経営状況の「見える化」した資

料を作成したほか，より多くの職員が視聴できるよう，オンラインで

の院内配信を行いました。 

 

④未収金の発生防止，早期回収の実施 

未収金縮減計画に基づき，債務者への定期的な督促，強化月間の設

定，債権回収業務委託などにより，適切に債権管理を行い，未収金の

早期回収に努めました。 

 

⑤経費削減への取組  

契約に際しては，一般競争入札やオープンカウンター，複数年契約

など多様な契約方法により経費節減に努めたほか，従前より実施して

いたＡ重油やＬＰＧの一括契約に加え，新たにコピー用紙，入院時食

事療養業務を機構一括で契約するなど，スケールメリットを活かした

経費の削減を図りました。  
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３ 令和３年度の経営状況 

 

イ 精神医療センター 

入院収益は 1,524,318 千

円となり，当初予算と比較

し，70,859 千円の増となり

ました。これは，新規入院

患者の増等による入院延べ

患者数の増加及びスーパー

救急適患者割合の増加によ

るものです。 

外来収益は 306,657 千円

となり，当初予算と比較し，

7,765 千円の減となりまし

た。 

当初予算額には達しなか

ったものの，前年度と比較

すると，デイケア利用者数

及び外来延べ患者数が増加

傾向にあります。  

営 業 費 用 に つ い ては ，

2,919,961 千円となり，当初予算と比較し，141,557 千円の減となりました。

これは，給与費で 111,596 千円減少したほか，経費等において旅費交通費

や賃借料などで見込みを下回ったことによるものです。 

本年度の損益については，政策医療に対する宮城県からの運営費負担金

等の収益のほかに，新型コロナウイルス感染症感染防止対策事業等に係る

補助金収益（13,150 千円）を計上した結果，営業損益は 163,733 千円，こ

れに営業外収益と営業外費用を加えた経常損益は 175,318 千円となり，当

初予算と比較して 173,348 千円の増となっています。  

 

 

（注釈）いわゆる「60 床化問題」とは  

※  平成 30 年度の診療報酬改定により，「精神科救急入院料」の病床数に上限が設定され，

総病床数 300 床以下は 60 床まで，300 床を超える場合は 2 割までとなり，この時点

では超過病床は維持できるものとされた。さらに令和 2 年度の診療報酬改定でこの超

過病床数の維持に期限が定められ令和 4 年 3 月 31 日までとされた。（令和 4 年度の診

療報酬改定では，これまでの診療報酬体系とは異なる組み立てが行われ「いわゆる

60 床化問題」自体は解消した。）  
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【図表３】予算額に対する比較表（税込）　 　（単位：千円）

Ｒ３決算 Ｒ３当初 増減 Ｒ３補正 増減 R２決算 増減

(A) 予算(B) A-B 予算(C) A-C (D) A-D

医業損益 △ 936,416 △ 1,158,847 222,431 19.2% △ 27,560,072 26,623,656 96.6% △ 1,053,353 116,937 11.1%

営業損益 163,733 △ 20,455 184,188 900.5% 149,382 14,351 9.6% 14,306 149,427 1044.5%

経常損益 175,318 △ 10,470 185,788 1774.5% 159,615 15,703 9.8% 25,134 150,184 597.5%

純損益 175,786 △ 10,470 186,256 1779.0% 160,114 15,672 9.8% 25,151 150,635 598.9%

目的積立金
取   崩   額

0 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0%

総損益 175,786 △ 10,470 186,256 1779.0% 160,114 15,672 9.8% 25,151 150,635 598.9%

※収益費用明細書（税込）より

医業損益 医業収益　－　医業費用
営業損益 営業利益　－　営業費用
経常損益 （営業利益＋営業外利益）　－　（営業費用＋営業外費用）
純損益　 （営業利益＋営業外利益）　－　事業費用合計

増減率 増減率 増減率

【図表２】診療実績調（税込）
当初予算対比

(ｱ)－(ｲ)

年間入院患者延数(人) 65,329 63,145 68,620 61,586 2,184 103.5%

金　額（千円） 1,524,318 1,453,459 1,603,966 1,419,441 70,859 104.9%

患者一人当たりの診療収入 23,333 23,018 23,375 23,048 315 101.4%

平均在院日数(日) 117.7 － － 115.9

病床稼働率(％) 69.4% 71.7% 72.9% 65.4% 96.8%

年間外来患者延数(人) 37,373 37,289 38,018 35,631 84 100.2%

金　額（千円） 306,657 314,422 312,216 294,047 △ 7,765 97.5%

患者一人当たりの診療収入 8,205 8,432 8,212 8,253 △ 227 97.3%

平均通院日数(日) 38.3 － － 49.8

延べ患者数(人) 102,702 100,434 106,638 97,217 2,268 102.3%

金　額（千円） 1,830,975 1,767,881 1,916,182 1,713,488 63,094 103.6%

・入院診療日数　３年度３６５日　２年度　３６５日　　　　　　　　　　　　

・外来診療日数　３年度２４２日　２年度　２４３日

・病床稼働率　　年間入院患者延数÷年延病床数（許可病床２５８床×歴日数）×１００

・入院患者一人当たりの診療収入　　入院収益÷年間入院患者延数

・外来患者一人当たりの診療収入　　外来収益÷年間外来患者延数

令和2年度 当初予算対比

精

神

セ

ン

タ
ー

入

院

計

外

来

区　分 令和3年度(ｱ) 当初予算(ｲ) 中期計画
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ロ がんセンター 

    入院について，入院収益

は，5,412,943 千円となり，

当初予算と比較し 293,638

千円の減となりました。こ

れは，一般病床における患

者数の減少及び当初予算

では緩和ケア病棟として

入院収益を積算しており

ましたが，今年度もコロナ

感染症病棟として運用し

たことによる患者数の減

によるものです。  

外来について，外来収益

は，3,894,355 千円となり，

当 初 予 算 と 比 較 し て

379,185 千円の減となりま

した。これは，患者数は増

加したものの，高額薬剤の

使用減少に伴う患者単価の

減により当初予算を下回っ

たことによるものです。 

営業収益の 4 その他について，補助金等収益が，600,205 千円となり，

当初予算と比較して 582,925 千円の増となりました。これは主に，コロナ

患者受入に対応するため緩和ケア病棟閉鎖に伴う休床に対するコロナ補助

金等によるものです。 

営業費用については，当初予算と比較すると 296,130 千円の減となりま

した。これは，職員の減少及び人事委員会勧告に伴う給与規程の改正によ

る給与費の減少及び入院患者数の減少に伴う患者数見合いの委託料の減少，

また電子カルテシステム稼働延期に伴う保守委託料及び減価償却費等の経

費が減少したことが主な要因となっております。  

この結果，政策医療に対する宮城県からの運営費負担金等の収益を含め

た営業利益は 545,678 千円，これに支払利息等の営業外費用を加えた当年

度純利益は 525,764千円となり,当初予算と比較すると 297,279千円の改善

が図られました。  
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図表２ 診療実績調（税込） 

 

図表３ 予算額に対する比較表（税込）             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              （単位 :千円）  

図表４ 収益・費用の推移         図表５ 患者数の推移 
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図表１　【決算報告書（予算対比，税込）】　本部事務局 （単位：千円）

R３予算（ｱ） R３決算(ｲ) 増減（ｲ)-（ｱ) 増減率

Ⅰ　営業収益（A) 13,368 13,368 0 0.0%

１　医業収益 0 0 0 0.0%

（１）入院収益 0 0 0 0.0%

（２）外来収益 0 0 0 0.0%

（３）その他医業収益 0 0 0 0.0%

２　運営費負担金収益 6,109 6,109 0 0.0%

３　資産見返運営費負担金戻入 7,259 7,259 0 0.0%

４　その他 0 0 0 0.0%

Ⅱ　営業費用（B) 208,684 197,007 △ 11,677 △ 5.6%

１　医業費用 5,803 2,723 △ 3,080 △ 53.1%

（１）給与費 0 0 0 0.0%

（２）材料費 0 0 0 0.0%

（３）経費 0 0 0 0.0%

（４）減価償却費 0 0 0 0.0%

（５）研究研修費 5,803 2,723 △ 3,080 △ 53.1%

２　一般管理費 201,455 192,750 △ 8,705 △ 4.3%

３　その他 1,426 1,535 109 7.6%

△ 195,316 △ 183,639 11,677 6.0%

Ⅲ　営業外収益（D) 18,978 23,519 4,541 23.9%

１　運営費負担金収益 18,978 18,978 0 0.0%

２　その他 0 4,541 4,541 0.0%

Ⅳ　営業外費用（E) 23,349 15,874 △ 7,475 △ 32.0%

（１）財務費用（支払利息） 62 5 △ 57 △ 92.0%

（２）その他 23,287 15,869 △ 7,418 △ 31.9%

△ 199,687 △ 175,995 23,692 11.9%

Ⅴ　臨時利益(G) 0 215 215 0.0%

Ⅵ　臨時損失（Ｈ） 0 0 0 0.0%

△ 199,687 △ 175,780 23,907 12.0%

0 0 0 0.0%

△ 199,687 △ 175,780 23,907 12.0%

【資本収支表】

Ⅰ　資本収入（ａ） 0 0 0 0.0%

（１）長期借入金 0 0 0 0.0%

（２）その他 0 0 0 0.0%

Ⅱ　資本支出（ｂ） 15,369 15,368 △ 1 △ 0.0%

（１）建設改良費 850 849 △ 1 △ 0.1%

（２）償還金 14,519 14,519 △ 0 △ 0.0%

（３）その他 0 0 0 0.0%

差引（ａ）－（ｂ） △ 15,369 △ 15,368 1 0.0%

科　　　　目

営業損(△)益

経常損(△)益

目的積立金取崩額

当年度総損(△)益

当年度純損(△)益

（注）表中の数値について，個々に四捨五入をしている関係上，合計額及び差引額が一致しない場合がある。

ハ 本部事務局 

営業収益については， 

 13,368 千円となり，当初 

予算と同額となりました。  

営業費用については，  

 197,007 千円となり，当初  

 予算と比較すると 11,677 

千円の減となりました。こ  

れは，職員数の減少や宮城  

県人事委員会勧告に伴う 

給与規程の改正等による 

ものです。 

この結果，営業損益は 

▲183,639 千円となり，営    

業外収益等を加えた経常  

損益は▲175,995 千円と 

なりました。これに，臨時  

利益等加えた当年度純損 

益は▲175,780 千円とな 

り，当初予算と比較すると， 

23,907 千円の改善となり 

ました。 

 

 

 

 

図表２ 予算額に対する比較表（税込）          （単位：千円） 

R3決算 R3当初 増減 R3補正 増減 R2決算 増減

(A) 予算(B) A-B 予算(C) A-C (D) A-D

医業損益 △ 2,723 △ 5,803 3,080 53.1% △ 5,177 2,454 47.4% △ 2,829 106 3.7%

営業損益 △ 183,639 △ 195,316 11,677 6.0% △ 191,259 7,620 4.0% △ 162,220 △ 21,419 -13.2%

経常損益 △ 175,995 △ 199,687 23,692 11.9% △ 195,612 19,617 10.0% △ 152,052 △ 23,943 -15.7%

純損益 △ 175,780 △ 199,687 23,907 12.0% △ 195,612 19,832 10.1% △ 151,837 △ 23,943 -15.8%

目的積立金
取   崩   額

0 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0%

総損益 △ 175,780 △ 199,687 23,907 12.0% △ 195,612 19,832 10.1% △ 151,837 △ 23,943 -15.8%

増減率 増減率 増減率
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図表１　【決算報告書（予算対比，税込）】　宮城県立病院機構全体 （単位：千円）

R3予算（ｱ） R3決算(ｲ) 増減（ｲ)-（ｱ) 増減率

Ⅰ　営業収益（A) 15,620,351 15,652,336 31,985 0.2%

１　医業収益 12,124,719 11,572,861 △ 551,858 △ 4.6%

（１）入院収益 7,160,040 6,937,262 △ 222,778 △ 3.1%

（２）外来収益 4,587,962 4,201,012 △ 386,950 △ 8.4%

（３）その他医業収益 376,717 434,588 57,871 15.4%

２　運営費負担金収益 2,666,949 2,646,366 △ 20,583 △ 0.8%

３　資産見返運営費負担金戻入 792,577 792,577 0 0.0%

４　その他 36,106 640,531 604,425 1674.0%

Ⅱ　営業費用（B) 15,575,928 15,126,564 △ 449,364 △ 2.9%

１　医業費用 14,888,357 14,446,946 △ 441,411 △ 3.0%

（１）給与費 7,273,635 6,981,712 △ 291,923 △ 4.0%

（２）材料費 3,872,718 3,893,110 20,392 0.5%

（３）経費 2,550,630 2,479,552 △ 71,078 △ 2.8%

（４）減価償却費 1,028,658 948,699 △ 79,959 △ 7.8%

（５）研究研修費 162,716 143,874 △ 18,842 △ 11.6%

２　一般管理費 201,455 192,750 △ 8,705 △ 4.3%

３　その他 486,116 486,869 753 0.2%

44,423 525,772 481,349 1083.6%

Ⅲ　営業外収益（D) 139,031 126,424 △ 12,607 △ 9.1%

１　運営費負担金収益 71,996 71,996 0 0.0%

２　その他 67,035 54,428 △ 12,607 △ 18.8%

Ⅳ　営業外費用（E) 152,685 127,108 △ 25,577 △ 16.8%

（１）財務費用（支払利息） 69,445 67,241 △ 2,204 △ 3.2%

（２）その他 83,240 59,867 △ 23,373 △ 28.1%

30,769 525,087 494,318 1606.5%

Ⅴ　臨時利益(G) 0 683 683 0.0%

Ⅵ　臨時損失（Ｈ） 1 0 △ 1 △ 80.1%

30,768 525,770 495,002 1608.8%

0 0 0 0.0%

30,768 525,770 495,002 1608.8%

【資本収支表】

Ⅰ　資本収入（ａ） 1,926,800 1,315,216 △ 611,584 △ 31.7%

（１）長期借入金 1,926,800 1,281,200 △ 645,600 △ 33.5%

（２）その他 0 34,016 34,016 0.0%

Ⅱ　資本支出（ｂ） 3,268,714 2,617,447 △ 651,267 △ 19.9%

（１）建設改良費 2,080,448 1,429,184 △ 651,264 △ 31.3%

（２）償還金 1,188,266 1,188,263 △ 3 △ 0.0%

（３）その他 0 0 0 0.0%

差引（ａ）－（ｂ） △ 1,341,914 △ 1,302,231 39,683 3.0%
（注）表中の数値について，個々に四捨五入をしている関係上，合計額及び差引額が一致しない場合がある。

目的積立金取崩額

当年度総損(△)益

当年度純損(△)益

経常損(△)益

営業損(△)益

科　　　　目

（４）宮城県立病院機構全体 

 

医 業 収 益 に つ い て は ，  

11,572,861 千円となり，当初予

算と比較し 551,858 千円の減と

なりました。これは，新型コロ

ナウイルス感染拡大の影響によ

り，特にがんセンターにおいて

入院収益が大きく減少したこと

が主な要因です。 

医 業 費 用 に つ い て は ，

14,446,946 千円となり，当初予

算と比較し 441,411 千円の減と

なりました。これは，職員数の

減少や県人事委員会勧告に伴う

給与規程の改正等によるものが

主な要因です。 

営 業 外 収 益 に つ い て は

126,424 千円となり，当初予算

と比較し△12,607 千円，営業外

費用については，127,108 千円

となり，当初予算と比較し 

△25,577 千円となりました。 

この結果，経常損益は，525,087 千円となり，当初予算と比較し 494,318 千円

の増となりました。さらに，臨時損失等を加えた当年度純損益は 525,770 千円と

なり，当初予算と比較すると 495,002 千円の増となりました。 

なお，資本的収支は，がんセンターの電子カルテシステムの稼働延期等により，

資本収入が 1,315,216 千円となり，当初予算と比較し△611,584 千円の減，資本

支出が 2,617,447 千円となり，当初予算と比較し△651,267 千円の減となりまし

た。 
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図表２ 診療実績調（税込）              令和４年３月３１日現在 

R3決算（ア） R3当初（イ） 中期計画 R1決算
当初予算対比

（ア）－（イ）
当初予算対比

年間入院患者延数(人） 154,187 159,140 174,394 154,265 △ 4,953 96.89%

金　額　(千円) 6,937,262 7,160,040 7,254,803 7,054,137 △ 222,778 96.89%

患者一人当たりの診療収入 44,993 44,992 41,600 45,727 0 100.00%

年間外来患者延数(人） 118,994 120,779 125,741 116,514 △ 1,785 98.52%

金　額　(千円) 4,201,012 4,587,962 3,889,702 4,396,704 △ 386,950 91.57%

患者一人当たりの診療収入 35,304 37,986 30,934 37,735 △ 2,682 92.94%

延べ患者数(人) 273,181 279,919 300,135 270,779 △ 6,738 97.59%

金　額　(千円) 11,138,274 11,748,002 11,144,505 11,450,841 △ 609,728 94.81%

入院

外来

計

　区　　　分

 

・入院診療日数  令和３年度  365 日  令和２年度  365 日              

・外来診療日数  令和３年度  242 日  令和２年度  243 日  

・入院患者一人当たりの診療収入   入院収益÷年間入院患者延数  

・外来患者一人当たりの診療収入   外来収益÷年間外来患者延数                                          

                                     

     

図表３ 予算額に対する比較表（税込）           （単位：千円）  

R3決算 R3当初 増減 R3補正 増減 R2決算 増減

(A) 予算(B) A-B 予算(C) A-C 額(D) A-D

医業損益 △ 2,874,084 △ 2,763,638 △ 110,446 -4.0% △ 3,175,063 300,979 9.5% △ 2,898,509 24,425 0.8%

営業損益 525,772 44,423 481,349 1083.6% 548,204 △ 22,432 -4.1% △ 87,026 612,798 704.2%

経常損益 525,088 30,769 494,319 1606.5% 540,195 △ 15,107 -2.8% △ 88,327 613,415 694.5%

純損益 525,771 30,768 495,003 1608.8% 540,694 △ 14,923 -2.8% △ 88,095 613,866 696.8%

目的積立金
取   崩   額

0 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0%

総損益 525,771 30,768 495,003 1608.8% 540,694 △ 14,923 -2.8% △ 88,095 613,866 696.8%

増減率 増減率 増減率

 

図表４ 収益・費用の推移       図表５ 患者数の推移 

※図表 3～図表 5 の R1 実績は循環器・呼吸器病センターを除く 
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